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の概要  

 

 物質とくに分子材料の先導的かつ集中的な研究教育に関する確固たる成
果を基に、分子を基本要素とした高精度・高密度な情報処理の可能な分子
素子（材料）の開拓を行い、「分子情報科学」の概念を創出する。  

 

拠点形成の  

目的・必要  

性  

 

 新物質・分子の創製は化学・材料研究の要であり、化学的手法によって
創出された分子および分子組織体は飛躍的技術革新をもたらす原動力とな
る。九州大学の物質系専攻群ならびに化学系グループは急進する物質科学
の研究・教育戦略を意欲的に創出するとともに改革を進め、特に、分子材
料の先導的かつ集中的な研究に関して特筆すべき成果を収めてきた。これ
らの背景を基に、本ＣＯＥプログラムでは、分子を基本要素とした高精度
・高密度な情報処理の可能な分子素子（材料）の開拓を行い、２１世紀サ
イエンスのターゲットである人工分子知能、分子ロボティクスの実現を目
指した「分子情報科学」の概念を創造する。  

 

研究拠点形  

成実施計画  

 

 本プログラムでは以下の３グループの有機的な連携に基づき分子情報科
学の確立に向けて研究を推進する。 
（１） 素構造体グループは究極の情報担体である単一の低分子、高分子、
量子クラスターなどの素構造体の設計・創製を研究する。外部情報
を正確に認識・伝達・変換しうる素構造体に必要な材料･分子の設
計と合成を行う。 

（２） 超構造体グループは素構造体の自律的組織化、集積化を多元的に展
開することにより、物質相互のシンクロナイゼーションに基づく飛
躍的高機能化、自己プログラミング機能を持つ分子の自律的な組織
化、集積化の方法を確立する。 

（３） 計測・評価グループは超高性能化学計測法と計測システムの開発を
目指す。化学センサーやバイオセンサーをはじめとする各種センサ
ー、素構造体や超構造体をナノスケールで構造解析・機能評価する
ための高分解能電子顕微鏡やプローブ顕微鏡、超短パルスレーザー
や単一構造体の計測やマニピュレーションのための基盤技術の開発
を進める。  

 

 

 

教育実施計  
画  

 

 分子情報科学に対応した新しい大学院教育システムとして、専攻横断教
育を行う「基盤研究教育プログラム」を充実させると共に、新たに「先端
研究教育プログラム」を設置する。先端研究教育プログラムでは、創造性
に優れた人材育成を目的とした３つの組織（クラスター）を設立する。
「院生プロジェクト推進クラスター」では、研究室とは独立に院生が立案
した研究を行う院生プロジェクト室を設置し、複数教官の集団指導により
研究手法を多様化し独創性を育てる。また、アジア地区の優秀な学生、若
手研究者を受け入れ「国際化教育クラスター」を充実させ、「産学連携教
育クラスター」では産学一体化した研究教育体系を築く。  

 

 

 

 

 

 

 
  

 






